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Jun HAKURA, Nobuhiro TAKAHASHI，Masaki KUREMATSU，and Hamido FUJITA，“Estimating Interest Level of Person 
through Postures by Vision System”，9th International Conference on Software Methodologies, Tools and 
Techniques，pp. 490–499から Abstractを抜粋： 
The paper proposed an estimation method of human interest/boredom for intelligent HCI system with a single 
vision system. The system estimates postures of the interactant by the facial feature points acquired from 
the vision system. The method uses the current software and hardware resources so that no extra device is 
required. This also results in achieving the real time estimation, i.e., low-cost computation. The 
experimental result implies that the method has possibilities to evaluate human-interest level as correct 
as the closer people of the interactant. 
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[主な業績］ 
①複数記事からの同一トピックに対する情報検索・抽出手法の検討 
本研究では，同一トピックに関して記載された複数の記事から情報を検索・収集し，それらを統合する手法の開発
に取り組んだ．年度当初では，平成 21年までに提案した文書構造や助詞，手続き語，指示詞に着目する手法を実施
してきた．しかし，それら情報を得るための処理過程でノイズが含まれることや処理時間そのものがかかる点など
の問題点があきらかになった．そのため，手法を再度検討した．新たに提案した手法は，これまで以上に表層情報
に特化する手法である．具体的には，文字情報のみに着目し，編集距離により類似度を測る手法を提案した．  
 
②音声からの感情推定 
音声からの感情推定に関しては，感情推定精度向上のため，学習データをその特徴量から事前に細分化する手法お
よび細分化の評価基準について検討を加えた．細分化の方法としては階層型クラスタ分析を，評価基準については
学習データのパラメータに対する主成分値を用いた．実際にテストデータを用いた評価の結果，従来手法より精度
の向上が見られた．また，主成分値の評価基準としての利用可能性を示した． 
 
③合成音声による感情表現 
音声合成による感情伝達については，平成 21年度より取り組んでいる音楽理論に基づき話し方を変える方法の改良
を加えた．これは，音楽における長調・短調，音階などの変化が聞き手の感情に与える変化に着目し，それを音声
合成に援用することを試みるものである．平成 22年度においては，スピード，ボリューム，音高，音程，音程差，
コード・スケールの各パラメータを，表現したい感情に従い変更する手法を提案した．本手法に基づき，簡単な実
験システムを作成し，評価実験を行った．実験の結果，大きく２種類の感情に分割できることが示された．また実
験結果を分析し，各パラメータに対する音声用の変更方法についての知見を得た． 
